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タ
ル
行
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に
関
す
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質
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対
し
、
別
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答
弁
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を
送
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す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
デ
ジ
タ
ル
行
政
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
令
和
四
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
民
間
事
業
者
に

委
託
し
て
実
施
し
た
「
国
民
と
の
共
創
に
よ
る
政
策
実
現
の
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
策
定
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
に
関
す
る
調

査
研
究
」
に
お
い
て
、
「
国
や
地
方
自
治
体
の
政
策
や
予
算
策
定
へ
の
国
民
参
加
に
係
る
海
外
事
例
」
の
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
同
庁
が
実
施
す
る
個
別
の
施
策
に
つ
い
て
、
国
民
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
共
有
し
て
議
論

す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
民
間
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
取
組
を
、
「
デ
ジ
タ
ル
庁
ア
イ
デ
ア
ボ
ッ
ク
ス
の
活
用
」

と
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画
」
（
令
和
五
年
六
月
九
日
閣
議
決
定
）

に
お
い
て
、
「
経
済
的
事
情
等
に
基
づ
く
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
是
正
」
と
し
て
、
「
生
活
困
窮
者
の
支
援
の
強
化
に
向
け

て
、
過
去
に
携
帯
電
話
料
金
の
滞
納
が
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
も
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
す
る
等
の
一
定
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る

通
信
事
業
者
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
自
治
体
等
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
周
知
を
進
め
る
。
ま
た
、
経
済
的
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格
差
等
に
よ
っ
て
こ
ど
も
た
ち
の
教
育
格
差
、
学
力
格
差
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
全
国
の
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
と
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
人
材
の
学
校
へ
の
配
置
促
進
、
低
所
得
世
帯
向
け
の
通
信
環
境
の
整
備

を
図
る
ほ
か
、
公
民
館
等
の
活
用
を
促
す
」
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
等
も
踏
ま
え
、
現
在
、
例
え
ば
、
児
童
及
び
生
徒
が
使

用
す
る
情
報
端
末
の
整
備
に
対
す
る
支
援
等
の
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
エ
ス
ト
ニ
ア
の
ｅ

レ
ジ
デ
ン
シ
ー
制
度
」
に
関
し
、
御
指
摘
の
「
質
疑
」
に
お
け
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
銀

行
口
座
の
開
設
申
請
が
で
き
て
、
不
動
産
、
雇
用
契
約
を
行
う
た
め
の
電
子
署
名
機
能
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
「
安
価

か
つ
短
時
間
で
法
人
を
設
立
で
き
る
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
類
す
る
取
組
と
し
て
、
例
え
ば
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
用
署
名
用
電
子
証
明
書
（
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
用
署
名
用
電
子
証
明
書
を
い
う
。
）
等
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
法
人
の
設
立
に
係
る
手
続
を
一
括
し
て
電
子
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
法
人
設
立
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
」
の
運
用
を
、
令
和
二
年
一
月
二
十
日
に
開
始
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
エ
ス
ト
ニ
ア
の
」
「
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｄ
機
能
」
に
関
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
本
人
確
認
の
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手
段
の
提
供
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
類
す
る
取
組
と
し
て
、
例
え
ば
、
移
動
端
末
設
備
用
署
名
用
電
子
証
明
書

（
同
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
移
動
端
末
設
備
用
署
名
用
電
子
証
明
書
を
い
う
。
）
等
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

の
搭
載
を
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
端
末
」
に
つ
い
て
は
令
和
五
年
五
月
十
一
日
に
、
い
わ
ゆ
る
「
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
」

に
つ
い
て
は
令
和
七
年
六
月
二
十
四
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
実
現
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


